
○
下
北
の
海
が
危
な
い

原
発
も
大
型
化
学
工
場

も
な
い
清
澄
な
「
三
陸
の

海
」
の
、
北
と
な
り
の
「
下

北
の
海
」
に
放
射
能
が
流

さ
れ
始
め
ま
し
た
。

○
三
陸
の
ワ
カ
メ
や
ホ
タ

テ
を
守
り
た
い
。

三
陸
の
海
の
ワ
カ
メ
や

ホ
タ
テ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
は

東
京
は
じ
め
日
本
全
国
に

出
荷
さ
れ
て
お
り
。
私
た

ち
岩
手
の
誇
り
で
す
。

○
岩
手
の
漁
業
者
と
消
費

者
は
立
ち
上
が
り
ま
し
た

岩
手
の
漁
業
者
と
消
費

者
は
安
全
な
海
産
物
を
送

り
続
け
る
た
め
に
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。

本
日
政
府
に
署
名
簿
を

提
出
。

私
た
ち
「
三
陸
の
海
を

放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の

会
」
が
提
起
し
た
『
海
に
、

空
に
放
射
能
を
流
さ
な
い

こ
と
を
求
め
る
署
名
』
は
、

「
岩
手
の
会
」
集
約
分
が

七
万
筆
を
超
え
、「
い
わ
て

生
協
」
集
約
分
も
二
万
筆

を
超
え
ま
し
た
。
五
日
、

参
議
院
議
員
会
館
に
お
い

て
政
府
に
提
出
し
ま
す
。

青
森
県
六
ヶ
所
村
の
核
燃

再
処
理
工
場
は
「
一
日
で
、

一
般
原
発
の
一
年
分
の
放
射

能
」
を
ま
き
散
ら
し
ま
す

総
理
大
臣
・
経
産
大
臣
宛

要
請
事
項

一
、
海
に
、
空
に
、
放
射
能
（
放
射
性
物
質
）
を
放
出
し
な
い
こ
と
。

二
、
核
燃
再
処
理
工
場
の
廃
水
・
排
気
は
、
放
射
能
除
去
装
置

で
放
射
能
を
取
り
除
い
た
の
ち
に
放
出
す
る
こ
と
。

取
り
扱
い
団
体

三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

・ほ
か
市
民
団
体
多
数
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「六ヶ所・尾駮（おぶち）沼に

トリチウム／青森県・原燃が報告」
10月 13日青森県の新聞各紙報道
再処理工場に近接する尾駮沼は海水の流入

する汽水湖です。12 日開催された青森県環境

放射線等監視評価会議で、県と原燃がこの沼

の２地点から4月17日に採取した水の放射能

検査で、「１㍑あたり 2～3 ベクレルのトリチ

ウムを検出した」という報告がありました。

これは、自然湖の 2～5 倍です。 このトリチ

ウムは、工場の排気筒から降下して沼の水に

溶けたか、あるいは、３ｋｍ沖合いの排出口

から沿岸に逆流して入り込んだのかもしれま

せん。百年間はベータ線を出し続け、水素と

全く同じ性質で生物の体に入り込むトリチウ

ムの害が心配されます。ヨウ素、プルトニウ

ムなど他の放射能はどうなっているのでしょ

う。注視していく必要があります。

再
処
理
工
場
は
『
発
電
所
』

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

青
森
県
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
は
、
全
国
の
原
子
力
発
電

所
の
使
用
済
み
核
燃
料
か
ら

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
出
す

化
学
工
場
で
す
。
再
処
理
工

場
は
、
発
電
施
設
で
は
な
い

の
で
、
稼
働
し
な
く
て
も
発

電
量
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
猛
毒
で
あ

り
、
原
爆
の
原
料
に
も
な
り

ま
す
。
急
い
で
取
り
出
す
合

理
的
な
理
由
は
何
も
あ
り
ま

せ
ん
。

タ
ン
ク
八
〇
杯
以
上
も

の
廃
液
が
流
さ
れ
た

昨
年
の
三
月
以
来
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
が
開
始
さ
れ
現
在

第
四
ス
テ
ッ
プ
に
入
り
、
約

二
三
〇
ト
ン
も
の
使
用
済
み

核
燃
料
が
裁
断
さ
れ
、
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
が
取
り
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

海
や
空
に
、
放
射
性
物
質

で
あ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
や
ク
リ

プ
ト
ン
八
五
が
断
続
的
に
放

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
へ
の

廃
液
は
、
七
月
ま
で
に
六
百

㌧
タ
ン
ク
七
〇
杯
以
上
が
流

さ
れ
ま
し
た
。（
株
）
日
本
原

燃
は
「
海
水
で
希
釈
さ
れ
る

か
ら
大
丈
夫
」
な
ど
と
言
っ

て
い
ま
す
が
、
海
藻
や
海
底

土
に
蓄
積
さ
れ
半
永
久
的
に

存
在
し
続
け
ま
す
。

危
険
な
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
液
が
溜
ま
っ
て
い
る
。

六
ヶ
所
工
場
に
は
、
使
用

済
み
燃
料
裁
断
処
理
の
結
果

推
定
百
三
十
㌔
㍑
も
の
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
が
溜
ま
り
、

濃
縮
工
程
と
ガ
ラ
ス
固
化
体

へ
の
加
工
を
待
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
は
、
そ
ば
に
い
る
と
数
秒

で
死
亡
す
る
と
い
う
強
い
放

射
線
を
発
し
ま
す
。
そ
し
て

高
熱
を
発
し
絶
え
ず
冷
却
し

攪
拌
し
続
け
な
け
れ
ば
沸
騰

し
漏
れ
出
す
と
い
う
危
険
な

液
体
で
す
。
地
震
な
ど
に
よ

る
停
電
は
、
冷
却
装
置
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
場
合
は
恐
ろ
し

い
地
球
規
模
の
惨
事
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

処
理
工
場
敷
地
に
は
二
本

の
断
層
が
あ
り
、
十
勝
沖
地

震
ク
ラ
ス
の
地
震
が
直
撃
す

る
な
ら
ば
大
き
な
事
故
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
、

放
射
能
除
去
装
置
を
つ
け
よ
。

放
出
放
射
性
物
質
の
か
な

り
の
部
分
は
ト
リ
チ
ウ
ム
と

ク
リ
プ
ト
ン
で
す
。
こ
の
二

つ
の
核
種
に
つ
い
て
は
、
排

出
す
る
前
な
ら
分
離･

除
去

し
環
境
に
出
さ
な
い
技
術
が

す
で
に
完
成
し
て
い
ま
す
。 

 

再
処
理
工
場
か
ら
の
放
射

性
廃
液
、
排
気
は
す
べ
て
、

一
般
原
発
と
同
じ
レ
ベ
ル
ま

で
取
り
除
く
べ
き
だ
と
訴
え

ま
す
。

放
射
能
を
流
す
な
！

各
所
で
署
名
始
ま
る

「
放
射
能
を
流
す
な
！
」
と

い
う
署
名
は
多
く
の
市
民
団

体
や
、
事
実
を
知
っ
た
個
人

で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

漁
業
者
と

消
費
者
の
運
動

宮
古
市
重
茂
（
お
も
え
）

漁
協
な
ど
三
陸
沿
岸
六
漁

協
と
全
国
六
消
費
団
体
の

署
名
も
、
八
月
以
来
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
力
強

く
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
月
に
提
出
の
予
定
で
す
。

サ
ー
フ
ァ
ー
に
よ
る
運
動

サ
ー
フ
ィ
ン
愛
好
者
の
団

体
「
サ
ー
フ
ラ
イ
ダ
ー
フ
ァ

ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
八

月
に
六
ヶ
所
工
場
調
査
団
を

派
遣
し
「
海
に
放
射
能
を
流

す
な
」
と
い
う
署
名
を
開
始

し
ま
し
た
。

全
国
民
の
運
動
に

今
回
の
私
た
ち
の
「
九

万
の
署
名
」
を
突
破
口
に
、

広
範
な
国
民
の
署
名
を
集

め
、
是
非
と
も
放
射
能
か

ら
海
や
空
、
大
地
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
も
の
を
食
べ
た
い
と
思
う

人
は
い
な
い
。
人
間
の
体
内
に
摂
取
さ
れ
た
放
射
能

は
微
量
で
も
細
胞
に
影
響
を
与
え
、
特
に
胎
児
や
成

長
期
の
子
ど
も
に
は
大
変
危
険
で
す
。

こ
の
様
な
放
射
能
を
垂
れ
流
す
こ
と
を
認
め
る

権
限
は
誰
に
も
な
い
は
ず
で
す
。
国
民
が
知
ら
な
い

う
ち
に
、
巨
費
を
投
じ
て
海
に
空
に
放
射
能
を
流
す

工
場
が
本
格
操
業
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
。
放
射
能
垂
れ
流
し
を
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う


